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日 曜 内 容 16 土  

１ 金 B6 17 日  

２ 土  18 月  

３ 日  19 火  

４ 月 委員会  20 水 春分の日  

５ 火 C5 卒業を祝う会 

(1～5年生は13:45完全下校) 

21 木 給食終わり 

６ 水  22 金 修了式（給食なし）卒業式予行(5・6年

生、 下校は12:30頃) 
７ 木 B6 23 土  

８ 金 安全指導 24 日  
９ 土 A3 通学班指導（3校時） 25 月 第82回卒業式  

1０ 日  26 火 春季休業日始  

1１ 月  27 水  

1２ 火  28 木  

1３ 水  29 金  

14 木  30 土  

15 金  31 日  

袋小だより 

１ 年 の 終 わ り に               校長 新紺 明典 
 ３月を迎え、学校では、まとめと次の年への準備が始まっています。今年度は新型コロナウイルス感染症からの

脱却が図られた１年となりました。完全に感染が無くなったわけではありませんが、科学的な根拠に基づき、適切

な感染予防を行いながら教育活動を行ってきました。主要な行事や宿泊学習、体験学習を計画通り行うことができ

ました。コロナ禍前に戻すことよりも、よりよい形、新しい形で教育活動を行うようにしてきました。子ども達に

リアルな体験をさせることを一番に考えてきました。保護者の皆様や関係機関の皆様のご協力に感謝します。あり

がとうございました。   

 ６年生の皆さんが、今の仲間と袋小学校で過ごすのは、あと１７日です。毎日が大切な時間に感じられます。３

年間のコロナ禍が明けて６年生の皆さんは袋小学校の最上級生として、新しい学校生活を創ってきました。運動会

や音楽会では、下級生のあこがれとなるような圧倒的な姿を見せてくれました。見事な姿でした。 

 下級生のあこがれだった６年生は、まもなく卒業式を迎えます。他の学年も進級を迎えます。小学校が終わり、

今の学年が終わります。「終わり」は新たな「始まり」です。大きな「希望」と自分への「期待」を胸に次に進ん

でいってほしいと思います。 

 最後になりますが、この１年間、コロナ明けの混乱の中でも子供たちの健やかな成長を願い、温かい励ましをい

ただきました保護者の皆様や PTA の皆様、地域の皆様に心より感謝申し上げます。 

〈令和６年度の主な予定と変更点〉 

◎運動会  ６月１日(土)  ◎学芸会  11 月 29 日(金) 11 月 30 日(土) 

◎宿泊学習 ４年岩井 ７月１１日（木）～１２日（金） ５年岩井 １０月２４日(木)～２６日(土) 

      ６年日光 ７月２９日（月）～３１日（水） 

◎個人面談 ４～５月(お子様の共通理解を図る)  

      ９月（新設）（１学期の成果と課題について） 

        ※面談でお伝えした事については、通知表に「面談済み」と表記し、所見は記入しません。 

         ２学期末には所見を記入します。（オンライン面談も検討しています。） 

      １２月（必要に応じて相談を行う） 

◎土曜授業 ６回（令和５年度より４回減） 

３月の行事予定 

１～４年下校 

10:30 頃 

※4月 5日（金）入学式準備 

（新６年生は登校日） 

8 日（月）始業式、入学式 

    9 日（火）午前授業（給食なし） 

    10 日（水）給食始 

 



 
 

 

笑顔と学びの体験活動プロジェクト   2月2日（金） 担当 

 
2月 2日（金）３、4校時に「笑顔と学びの体験活動プロジェクト」を行いました。公演プログ

ラムは「科学は難しくない！サイエンスショーで楽しく学ぼう！体験型サイエンスマジックショ

ー」です。①科学で大切なのは「不思議！」「凄い！」で終わらず、「なぜそうなるのか。」を考える

こと、②「なぜ？」「やってみたい！」の気持ちを大切にしたサイエンスショーで楽しく学ぶことを

ねらいとして実施しました。各学年から代表児童が実際に体験するなど、楽しく笑顔がいっぱいな

会場となりました。世界各地で活躍するお笑い芸人キャラメルマシーンが盛り上げてくれました。 

 

 

薬物乱用防止教室 2月１６日(金)     担当   

6年生を対象に薬物乱用防止教室を行いました。赤羽警察署スクールサポーターの方々

をお招きして、薬物の種類や、それらが体に与える影響などについてのお話をいただきま

した。その後DVDを鑑賞し、薬物を使用すると依存しやめられなくなるということや、

脳の機能を壊してしまうことを知り、 

大変危険で恐ろしい物なのだということを 

学びました。また、本物の薬物によく似 

ている標本や薬物を続けた人の身体の変 

化の写真、薬物依存に関する新聞記事等、 

様々な資料を見せていただきました。資料 

を見ながら「こんなにきれいな色をして 

いるのに、体を壊すなんてこわいな…」 

とつぶやく子の姿も見られました。 

この学習を通して、薬物使用は絶対 

にしてはいけないということを強く 

感じることができました。 

 本日指導していただいた内容をもとに、 

学級でも保健の学習で復習をする予定です。 

 

 

   

   

 


